
介護予防に関する各研究班の検討状況について  

1．介護予防に関する研究班  

○ 今般の介護保険法等の一部改正法に基づき、新予防給付に係るサービス   

や介護予防ケアマネジメントの内容、地域支援事業における介護予防事業   

の内容等の検討の参考とするため、以下の分野について、それぞれの専門   

家に依頼し、技術的に考慮すべき点等の検討をしていただいたところ。  

：※介護予防に関する研究班  
l  

1  

1  

I  

‡Ⅰ 総合的介護予防システムについての研究班  

l ：Ⅱ 運動器の機能向上についての研究班  
t  

：Ⅲ 栄養改善についての研究班  

1 エⅣ 口腔機能の向上についての研究班  
l  

：Ⅴ 閉じこもり予防・支援についての研究班  

；Ⅵ 認知症予防t支援についての研究班  
l  

：Ⅶ うつ予防・支援についての研究班  
I  

l  

○ 今般、現時点におけるこれらの研究班の検討内容は、別添のとおりであ   

る。  

2．本検討内容の位置付け  

○ これらは、各分野の専門家によって構成される研究班における検討内容   

である。  

○ 今後、厚生労働省においては、本検討内容も踏まえつつ、制度的な観点   

から、介護予防に係るサービスや介護予防ケアマネジメントの内容につい   

ての検討を進めることとしている。  
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β．各研究班の検討内容の概要  

以下に各研究班の現時点での検討状況の概要を示す。なお、この内容は現時点で  

のものであり、今後の検討により変更があり得る。  

Ⅰ．「総合的介護予防システムのあり方についての研究」の概要  

一主なポイントー  

1）介護予防関連事業に関するこれまでの問題点と今後の方向性  

2）地域支援事業（介護予防事業）における特定高齢者施策の流れ（案）  

3）基本チェックリスト（案）  

4）新予防給付に関する基本的な流れ（案）  

1） 介護予防関連事業に関するこれまでの問題点と今後の方向性   

1  

1  

；（問題1）介護予防事業評価が十分でなかった。  

‡（方向）エビデンスに基づくサービスの選定。アウトカム評価等の指標と手法  

を確立し事業評価を弓削ヒし、サービス改善に活かすシステムの構築。  
l  

ご（問題2）介護予防を最も必要とする人々がサービスを十分には受けていなか  

った。  

（方向）共通の調査項目による共通の基準のもとで、サービス対象者の選定。  

適切に対象者を把握する地域システムの構築。送迎などの整備。  

l ：（問題3）サービスは、集団を対象として画一的に行われることが多かった。  
（方向）個別のケアマネジメントの実施とケアプラン作成による個別対応の  
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2）地域支援事業（介護予防事業）における特定高齢者施策に関する  

基本的な流れ（案）  

1．生活機能低下の早期把握  

生活機能低下の早期把握は、地域支援事業（介護予防事業）の特定高齢者施策の  

対象となる可能性のある者を見つけ出すことを目的としている。  

○健診、関係機関からの連絡（医療機関・民生委員・住民グループなど）、要   

介護認定非該当者、訪問活動等による実態把握など、地域における様々なル   

ートを活用して行われるべき。  

○各ルートにおいては、生活機能が低下していると思われる高齢者に対して、   

基本チェックリスト（案）に回答してもらい、その点数が基準値を超える場   

合には地域包括支援センターに紹介する。  

なお、基本チェックリストの回答結果が基準値に達しない場合でも、でき   

る限り精神・身体・社会の各相での活動を高めることの重要性を伝え、市町   

村や民間で行っている各種事業への参加を促していくこと。  

2．地域包括支援センター   

地域包括支援センターは、地域支援事業（介護予防事業）の対象となる者を選  

定し、さらに（対象者と選定された者に）介護予防ケアマネジメントを行う。  

①介護予防事業の対象者の選定  

○生活機能低下の早期把握の各ルートのいずれかで「地域支援事業（介護予防   

事業）の対象となる可能性がある」と判断された高齢者が地域包括支援セン   

ターを訪問するが、上記のルートを経ないで本人・家族が直接訪問すること   

も有り得る。  

○いずれの場合であっても、同センターは基本チェックリストを用いて本人の   

生活機能状態を調査し、その結果をもとに地域支援事業（介護予防事業）の   

対象者を選定。  

なお選定の結果と対象者とならなかった場合には2つの可能性がある。  
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1）生活機能低下のない場合   

地域支援事業（介護予防事業）のうちポピュレーションアプローチとし   

ての一般高齢者施策や健康増進のための他のサービス（民間サービス・社   

会教育・健康教育等）への参加を促していくとともに、次年度の介護予防   

に関する健診の受診を勧める。  

2）要支援・要介護状態に該当する場合   

要介護認定の申請を勧める。  

＠介護予防ケアマネジメント  

○地域支援事業（介護予防事業）の対象者に対して、地域包括支援センターで   

実施。介護予防ケアマネジメントは一次アセスメントと簡易な介護予防ケア   

プランの作成という2つの要素により構成。  

○一次アセスメントの目的は、基本チェックリストと介護予防に関する健診結   

果をもとに、個々人における介護予防ニーズを特定し、課題分析を行うこと。  

○介護予防に関する健診結果は一次アセスメントにおける重要な判断資料と   

なることから、同健診を受診していなかった者については、受診を勧奨し、   

その結果を待って一次アセスメントを始めることが望ましい。  

○介護予防ケアプランは、どのような目標のもとにどのような生活（介護予防   

事業の利用、インフォーマルな支援の利用、医療機関の受診、生活習慣の改   

善など）を創っていくかについて、原則として対象者本人と一緒に作成。  

なお必要に応じて、関連する職種とともにサービス担当者会議を開催する   

ことが望ましい。  
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3．事業の実施  

○介護予防ケアプランにもとづいて、運動機能向上や栄養改善、口腔機能向上   

その他の事業を実施。  

○当該事業は通年実施される形態を取り、その利用者はいつでも利用を開始し   

て、一定期間後には利用を終了できるようにすることが望ましい。  

○各事業の実施者は、二次アセスメント、事業実施、モニタリングを実施。  

○各事業の利用開始にあたって、事業実施者は二次アセスメント（参加者個々   

人の心身機能レベル等の評価）を行う。これをもとに、個々人の目標（一定   

期間後に何がどの程度できるようになるか）を設定し、具体的な事業プログ   

ラムを計画する。さらにリスク評価を行うことにより、事業実施時における   

安全管理に役立てる。  

○事業の実施にあたって、事業実施者はモニタリングを行う。各利用者につい   

て、事業プログラムに沿って事業に参加しているかどうか、設定された目標   

に到達しつつあるかどうか、事業実施上での阻害要因などがないかどうかに   

ついて、事業実施者は定期的に評価を行う。その結果に応じて、事業実施者   

は事業プログラムに適宜変更を加えるものとする。  

4．地域包括支援センターでの効果の評価  

地域包括支援センターは、一定期間後に各利用者の状態を再アセスメントする。  

その目的は、介護予防ケアプランで設定された目標が達成されたかどうかをチェ  

ックするとともに、その状況に応じて今後のプランを作成することである。  

今後のプランとしては、以下の3つの可能性が考えられる。  

① 地域支援事業（介護予防事業）の利用を継続する、  

② 要介護認定を申請する、  

③ ポピュレーションアプローチとしての一般高齢者施策へ移行する、  

これらは各利用者の生活機能の推移に応じて決められるものであるが、そ   

の際、本人の希望が最大限に尊重されるべきであることは言うまでもない。  
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生活機能低下の早期把握の経路  
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3）基本チェックリスト（案）  

回答  

No．   質問項目  （いずれかに○を  

お付け下さい）   

口  バスや電車で1人で外出していますか   0．はい   1．いいえ   

2  日用品の買物をしていますか   0．はい   1．いいえ   

3  預貯金の出し入れをしていますか   0．はい   1．いいえ   

4  友人の家を訪ねていますか   0．はい   1．いいえ   

5  家族や友人の相談にのっていますか   0．はい   1．いいえ   

6  片足立ちで靴下をはいていますか   0．はい   1．いいえ   

7  階段を手すりや壁をったわらずに昇っていますか   0．はい   1．いいえ   

8  椅子に座った状態からなにもつかまらずに立ち上がってい  0．はい   1．いいえ  

ますか   

9  15分位続けて歩いていますか   0．はい   1．いいえ   

10  この1年間に転んだことがありますか   1．はい   0．いいえ   

皿  転倒に対する不安は大きいですか   1．はい   0．いいえ   

12  週に1回以上は外出していますか   0．はい   1．いいえ   

13  昨年と比べて外出の回数が減っていますか   1．はい   0．いいえ   

14  半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか   1．はい   0．いいえ   

15  お茶や汁物等でむせることがありますか   1．はい  0．いいえ   
16  口の渇きが気になりますか   1．はい   0．いいえ   

17  6カ月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか   1．はい   0．いいえ   

18  周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言  1．はい   0．いいえ  

われますか   

19  自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか  0．はい   1．いいえ   

20  今日が何月何日かわからない時がありますか   1．はい   0．いいえ   

21  薬を決められた通りに飲んでいますか（飲んでいる場合の  0．はい   1．いいえ  

み）   

22  （ここ2週間）毎日の生活に充実感がない   1．はい   0．いいえ   

23  （ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなく  1．はい   0．いいえ  

なった   

24  （ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに  1．はい   0．いいえ  

感じられる   

25  （ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない   1．はい   0．いいえ   

26  （ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする   1．はい   0．いいえ   

（す軍貰えたかどうか、もう一度ご確認下さい）   
































